
議
員　

平

成
23
年
東

日
本
大
震

災
直
後
、

本
庁
舎
の

免
震
工
事
が
決
定
し
、
24

年
よ
り
約
25
カ
月
に
わ
た

る
工
事
が
始
ま
り
約
１
年

が
経
過
し
た
。
進
捗
状
況

と
安
全
対
策
は
。

財
務
部
長　

建
築
・
電
気

設
備
・
機
械
設
備
の
工
事

全
体
で
50
％
の
進
捗
で
、

ほ
ぼ
予
定
ど
お
り
で
あ
る
。

ま
た
、安
全
対
策
と
し
て
、

来
庁
者
が
安
全
に
通
行
で

き
る
よ
う
掲
示
物
等
で
注

意
喚
起
す
る
な
ど
安
全
第

一
に
努
め
て
い
る
。

議
員
　
有
事
の
と
き
の
防

災
機
能
拠
点
と
し
て
の
機

能
確
保
の
意
味
で
重
要
な

非
常
用
電
源
の
確
保
は
。

財
務
部
長　

工
事
終
了
後

は
、
自
家
発
電
で
３
日
間

は
運
転
可
能
と
な
る
が
、

そ
れ
以
上
の
日
数
確
保
に

向
け
、
さ
ら
に
検
討
し
て

い
く
。

議
員
　
平
成
26
年
に
オ
ー

プ
ン
す
る
新
曽
南
多
世
代

交
流
館
の
安
全

確
保
は
。

財
務
部
長
　
既

存
階
段
に
落
下

防
止
ネ
ッ
ト
を

設
置
し
、
避
難

経
路
に
外
階
段

を
増
設
し
た
。

さ
ら
に
周
辺
対

策
と
し
て
周
辺

道
路
の
一
方
通

行
化
の
要
望
書

を
蕨
警
察
署
に

提
出
し
た
。

ゲ
リ
ラ
豪
雨
の
事
前
予

測
で
被
害
軽
減
対
策
を

議
員
　
ゲ
リ
ラ
豪
雨
に
よ

る
道
路
冠
水
が
発
生
し
て

い
る
が
、対
策
と
情
報
通
信

技
術
に
よ
る
事
前
予
測
を
。

上
下
水
道
部
長
　
浸
透
雨

水
ま
す
を
増
設
。
さ
ら
に

校
庭
地
下
に
雨
水
浸
透
施

設
の
設
置
を
検
討
す
る
。

危
機
管
理
監
　
国
土
交
通

省
の
サ
イ
ト
な
ど
を
活
用

し
、
事
前
準
備
・
対
応
の

迅
速
化
を
図
っ
て
い
る
。

　

今
定
例
会
で
は
、議
案
２
件
に
対
し
て
延

べ
５
議
員
が
討
論
を
行
い
、い
ず
れ
も
賛
成

多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

児
童
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一

部
改
正

    

岡
嵜 

郁
子 

議
員

児
童
セ
ン
タ
ー
の

利
用
は
無
料
が
原
則

　

新
設
さ
れ
る
こ
ど
も
の

国
を
新
た
に
児
童
セ
ン
タ

ー
と
し
て
位
置
づ
け
、
18

歳
ま
で
の
児
童
生
徒
の
使

用
に
限
定
さ
れ
る
施
設
で

あ
り
な
が
ら
、
ス
タ
ジ
オ

や
多
目
的
室
の
使
用
料
を

徴
収
す
る
も
の
で
あ
る
。

公
立
の
児
童
館
や
児
童
セ

ン
タ
ー
の
利
用
は
、
無
料

が
原
則
で
あ
る
。
福
祉
の

対
象
と
な
る
べ
き
児
童
生

徒
の
利
用
す
る
施
設
に
、

受
益
者
負
担
の
考
え
を
持

ち
込
む
こ
と
は
、
国
際
条

約
で
あ
る
子
ど
も
の
権
利

条
約
の
精
神
に
反
す
る
も

の
で
あ
り
、
改
善
を
求
め

反
対
す
る
。

峯
岸 

義
雄 

議
員

使
用
料
の
設
定
は
妥
当

　

使
用
料
を
設
定
す
る
の

は
、
児
童
セ
ン
タ
ー
の
う

ち
ス
タ
ジ
オ
と
多
目
的
室

で
、
部
屋
を
占
有
し
て
利

用
す
る
場
合
に
限
っ
て
い

る
。
ま
た
、
市
内
の
ほ
か

の
施
設
と
比
較
し
て
料
金

は
低
額
で
あ
り
、
子
供
が

利
用
す
る
施
設
で
あ
る
こ

と
に
配
慮
し
て
い
る
こ
と

か
ら
賛
成
す
る
。

金
野 

桃
子 
議
員

利
用
者
視
点
で
事
業
者
を

選
び
、
選
定
過
程
は
市
民

に
公
開
を

　

施
設
内
の
学
童
保
育
室
、

保
育
園
、
児
童
セ
ン
タ
ー

の
管
理
運
営
を
１
つ
の
民

間
事
業
者
が
連
携
を
図
り

な
が
ら
一
体
的
に
行
う
こ

と
は
、
子
育
て
施
設
の
運

営
に
民
間
活
力
を
導
入
す

る
も
の
と
し
て
評
価
す
る
。

た
だ
し
、
市
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
に
向
け
、
事
業
者

選
定
の
際
は
、
利
用
者
視

点
の
基
準
を
重
視
し
、
公

募
に
よ
り
多
く
の
事
業
者

の
応
募
を
呼
び
込
み
、
選

定
過
程
を
市
民
に
公
開
し

て
も
ら
い
た
い
。

水
道
事
業
の
設
置
等
に
関

す
る
条
例
等
の
一
部
改
正

岡
嵜 

郁
子 

議
員

市
民
負
担
の
増
加
に
つ
な

が
る
公
営
企
業
化
に
は
賛

同
で
き
な
い

　

市
は
下
水
道
料
金
が
安

い
こ
と
を
理
由
に
、
汚
水

分
の
費
用
を
市
民
に
負
担

さ
せ
る
た
め
、
下
水
道
料

金
を
見
直
す
考
え
を
示
し

た
が
、
大
幅
な
市
民
負
担

の
増
加
に
つ
な
が
る
公
営

企
業
化
に
は
賛
同
で
き
な

い
。今
後
の
下
水
道
ビ
ジ
ョ

ン
策
定
に
当
た
っ
て
は
、

費
用
負
担
の
あ
り
方
、
料

金
も
含
め
て
、
市
民
や
議

会
の
意
見
を
十
分
反
映
さ

せ
る
よ
う
要
望
す
る
。
ま

た
、
公
共
料
金
に
対
す
る

消
費
税
の
増
税
は
、
市
民

生
活
に
大
き
な
負
担
を
強

い
る
こ
と
か
ら
反
対
で
あ

る
。

伊
東 

秀
浩 

議
員

効
率
的
・
安
定
的
な
事
業
経

営
を
目
指
す
上
で
必
要

　

公
共
下
水
道
事
業
の
経

営
の
健
全
化
や
計
画
性
・

透
明
性
の
向
上
を
図
る
た

賛成賛成

賛成

反対

反対

討

論

討

論

意
見
書（
議
員
提

出
議
案
）を
国
・
政

府
に
提
出

◇
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク

ル
法
を
改
正
し
、
発
生

抑
制
と
再
使
用
を
促
進

す
る
た
め
の
法
律
の
制

定
を
求
め
る
意
見
書

　

持
続
可
能
な
社
会
へ

の
転
換
を
図
る
た
め
、

分
別
収
集
・
選
別
保
管

費
用
の
製
品
価
格
へ
の

内
部
化
や
、
レ
ジ
袋
の

有
料
化
等
の
法
制
化
の

検
討
な
ど
、
容
器
包
装

リ
サ
イ
ク
ル
法
を
改
正

し
、
発
生
抑
制
と
再
使

用
を
促
進
す
る
た
め
の

法
律
の
制
定
を
求
め
る

も
の
で
す
。

◇
企
業
減
税
等
か
ら
確

実
な
賃
金
引
き
上
げ
を

求
め
る
意
見
書

　

実
体
経
済
の
現
状
を

示
す
数
多
く
の
指
標
が

改
善
し
、
企
業
の
景
況

感
が
上
向
い
て
い
る
一

方
で
、
賃
金
上
昇
を
実

感
す
る
国
民
は
少
な
く
、

賃
上
げ
要
請
が
高
ま
っ

て
い
ま
す
。
実
効
的
な

賃
上
げ
に
結
び
つ
く
よ

う
な
施
策
を
講
じ
る
と

と
も
に
、
具
体
的
な
道

筋
を
示
す
こ
と
を
求
め

る
も
の
で
す
。

め
、
財
務
諸
表
を
作
成
し

公
表
す
る
こ
と
は
重
要
で

あ
り
、
地
方
公
営
企
業
法

の
適
用
は
有
効
な
手
段
で

あ
る
。
ま
た
、
消
費
税
法

の
改
正
に
伴
う
分
を
上
下

水
道
料
金
に
転
嫁
す
る
こ

と
は
十
分
正
当
性
が
あ
る
。

以
上
の
こ
と
を
踏
ま
え
、

賛
成
す
る
。

業
の
活
性
化
が
図
れ
る

こ
と
や
、雇
用
や
税
収
の

確
保
が
期
待
で
き
る
こ

と
な
ど
か
ら
、企
業
誘

致
を
目
的
と
し
た
公
有

地
売
却
を
行
う
こ
と
に

な
っ
た
。ま
た
、着
実
な

行
政
運
営
を
進
め
て
い

く
た
め
、公
共
施
設
と
し

て
活
用
予
定
が
な
い
当

該
土
地
は
、売
却
が
適

当
で
あ
る
と
判
断
し
た
。

新
曽
第
二
土
地
区
画

整
理
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算

　

旧
戸
田
蕨
保
健
所
解
体

工
事
に
お
い
て
、ア
ス
ベ
ス

ト
が
検
出
さ
れ
た
こ
と
か

ら
、適
正
に
除
去
す
る
た
め

の
工
事
請
負
費
の
増
額
な

ど
、歳
入
歳
出
１
４
９
２
万

円
を
追
加
す
る
も
の
で
す
。

【
人
事
案
件
】

◎
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

吉
田　

辰
行
氏
（
再
任
）

土
肥
美
奈
子
氏
（
新
任
）

◎
人
権
擁
護
委
員
候
補
者

の
推
薦

駒
崎　

侊
司
氏
（
再
任
）

4

とだ議会だよりNo.181とだ議会だよりNo.181

5

　議員は、毎年３月、６月、９月、12月に開く定例
市議会で、市政全般に対し質問をすることができま
す。これを「一般質問」といいます。
　今定例会では、12月３日から６日まで、４日間
にかけて、16人の議員が一般質問を一問一答方式
で行いました。ここに掲げたのは、その質問・答弁
の大要です。一般質問の原稿は、質問者本人が執
筆しています。
　なお、一般質問の模様は、議会ホームページから
ごらんいただくことができます。詳しくは、13ページを！

　議員は、毎年３月、６月、９月、12月に開く定例
市議会で、市政全般に対し質問をすることができま
す。これを「一般質問」といいます。
　今定例会では、12月３日から６日まで、４日間
にかけて、16人の議員が一般質問を一問一答方式
で行いました。ここに掲げたのは、その質問・答弁
の大要です。一般質問の原稿は、質問者本人が執
筆しています。
　なお、一般質問の模様は、議会ホームページから
ごらんいただくことができます。詳しくは、13ページを！

「
安
全
第
一
に
ほ
ぼ
予
定
ど
お
り
に
」

熊
木 

照
明 

議
員
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